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発達臨床心理学分野とは

• 臨床心理学の知見と発達心理学の知見を発展的
に融合し，援助実践に役立てる

• 生涯発達という視点から，子どもから大人まで
様々な年代に表れる心理的問題をターゲットと
した援助プログラムの開発・研究と実践を行う

• 上記のような問題を扱う専門職の養成と指導者
の育成を目指す



下山研究室×野中研究室の連携

下山晴彦教授は2021年度で退官となりますが・・・

下山研究室と野中研究室は，発達臨床心理学分野の臨床・研究活
動を行なうチームとして，連携をとりながら活動をしています

下山
研究室

野中
研究室

発達臨床心理学

2022年度以降，

下山研究室から野中研究室に移行し，
臨床実践や研究について一環して指導を受けることができます



下山研究室の紹介



下山研究室の
臨床活動



3つの臨床プログラムの紹介



「うつ」
プログラム

■対象者

：うつ状態によって、生活がうまくいかなく

なったクライエント(7歳-20歳)

■主な介入

：認知行動療法

■面接形態

：ご本人(プレイセラピー・言語面接)、家

族メンバー(言語面接)

■面接の流れ（例）
：インテーク（1回）

⇒アセスメント（1～2回）

⇒介入（12回）

⇒フォローアップ（3回）



「強迫性障害
（OCD）」
プログラム

■対象者

強迫性障害(※)をもつクライエント

繰り返し出てくる不安や恐怖に取り付かれ、こ

れらの気持ちを振り払うために手洗いや確認と

いった動作を何度も繰り返してしまうこと

■主な介入

：曝露反応妨害法など

■面接形態

：ご本人(プレイセラピー・言語面接)、

家族メンバー(言語面接)

■面接の流れ（例）

：インテーク（1回）

⇒アセスメント（1～2回）

⇒介入（12回）

⇒フォローアップ（3回）



「発達障害系
・こだわり」
プログラム

■対象者
：発達障害等からくるこだわり(※)によって、

生活がうまくいかなくなったクライエント

(7歳-18歳:小学生-高校生)

(※)普段の行動に細かいルールがあり、その通りに進ま

ないと何度もやり直す/ものの置き方や順番にこだわり

があり、少しでもずれると気になって仕方ない

■主な介入

：応用行動分析

■面接形態

：ご本人(プレイセラピー・言語面接)、家族メン

バー(言語面接)

■面接の流れ（例）

：インテーク（1回）

⇒アセスメント（1～2回）

⇒介入（12回）

⇒フォローアップ（3回）



野中研究室
との連携

3つの臨床プログラムは，
野中研究室と連携しながら
運営を行なっています。

◆ 連携活動の内容
• プログラムの実施
• プログラムの開発・修正
• プログラムの効果研究
など...



その他のケース

下山研究室では、子どもと若者
を対象としたケースだけでなく、
成人期以降を対象とする臨床実
践も行っています

・復職を目指す50代男性のケース
・気分の波があり、面接を通してストレ
スへの対処法を身につけたい

…など



下山研究室の
研究活動



下山研の研究グループ活動

4月 5月 6月 7月 8月 9月

• 個々の関心に応じた勉強会

• 外部講師によるレクチャー

• メンバーの研究発表会

S1S2

★新入生ゼミ決め

★下山研研究サブグループ決め
→研究の関心テーマに応じて，小グループを構成

例）虐待，発達，産業，うつ、家族支援，援助要請など
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下山研の研究グループ活動

10月 11月 12月 1月 2月 3月

A1A2

• M1 紀要論文のテーマ決め

• （M2 修論の中間発表）

• M1 紀要執筆

• （関心に応じた勉強会）

★紀要論文のタイトル決め（11月中旬〆切）
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2019年度の例：勉強会

スキーマ療法勉強会（講師：伊藤絵美先生）
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紀要論文の執筆

【2019年度】
• 児童虐待における世代間連鎖の背景と支援の可能性

【2018年度】
• うつ病患者に対するICTを用いた心理支援の現状と今後の展望
• 発達障害者の自己理解に関する概観と芸術活動の可能性
• 児童虐待に対する学校現場の支援の現状と課題
• 慢性的虐待のリスクを抱え孤立状態にある母親への支援の現状と課題
• レジリエンス育成プログラムの概観と今後の展望

──児童・青年期を中心として──
• 睡眠がメンタルヘルスに与える影響に関する研究動向と今後の展望

──交替制勤務者に着目して──
• 感情労働者の早期離職に関する研究の概観

──離職要因と支援可能性に着目して──

https://www.google.com/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjJktqouLPhAhVyKqYKHReHDQsQjRx6BAgBEAU&url=https://www.silhouette-illust.com/illust/14854&psig=AOvVaw1AfNIsr_Pn306wPor6hTiP&ust=1554364269815671


❐ANAASとの共同研究

働く人の心の健康支援の総合サービス

❐帝人ファーマとの共同研究

睡眠プログラムの開発

❐パーソルワークスデザイン

会社員向け心理支援ポータルサイトの開発

共同研究実績
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下山研究室の
年間行事



年間スケジュール

4月

研究室決定

5月

ゼミ

新入生歓迎会

7月

五大学

合同事例検討会

7月

暑気払い

8月

ゼミ合宿

1月

新年会

3月

コース

送別会

3月

ゼミ

送別会

コースの予定

ゼミの予定



ゼミの新メンバーの歓迎会を実施しています！

・場所：本郷三丁目付近

5月歓迎会



8月ゼミ合宿
日時 昨年度（2019年度）　8月26日〜27日 一昨年度（2018年度）　8月27日〜28日

場所 伊豆高原 熱海

外部講師 平木典子先生、日下華奈子先生、津田容子先生 川畑隆先生

内容 家族療法 家族支援、福祉分野における虐待支援

形式 講義、事例検討、ビデオ視聴 講義、ロールプレイ、ビデオ視聴



3月送別会

☆下山研恒例送別会 夜の銀座にて☆



野中研究室の紹介



研究活動

子どもと家族への支援を軸に研究活動を行っています。

１．チック・トゥレット症の病態理解と支援の発展に
向けた研究

＊東大病院こころの発達診療部との連携

２．下山研究室と連携をした子どもや若者を対象とした
認知行動療法の実践及びその開発・効果検証

３．教育現場での心理職養成カリキュラムの検討



活動例

＊チック・トゥレット症候群を対象とした
認知行動療法の発展・研究

＊児童・思春期に発症した強迫性障害
の理解と介入の発展に向けた研究

＊附属学校と連携した心理職養成
カリキュラムの検討（野中ら，2020）



最後に

• スクールカウンセラーとしても活動して
きたため，その経験を活かした実践・研
究ができればと思います。

• 研究室としてはできたばかりなので，そ
れぞれの希望と関心を考慮して活動して
いこうと思うのでよろしくお願いします。


